
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日   平成 30 年 11 月 16 日         

都市名・国     広島県安芸郡府中町       

 

取組の名称 平和読み聞かせ、被爆体験記朗読会 

実施主体 
（該当項目に✔） 

✔学校 □自治体 □ＮＧＯ ✔複合（読み聞かせボランティアほんわか、

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館） 

テーマ・目的 命の大切さ、核廃棄廃絶       （例:核兵器廃絶、テロ、暴力など） 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

6～12 歳の子供 337 人   （例:12 歳の子ども 60 名、保護者や市民 30 人など） 

実施場所 府中町立府中北小学校 図書室 

実施期間 
   平成 30年 7 月 4日～平成 30 年 7月 5 日（2日間） 
※定期的に行う取組は、その旨を記入し、いつから、どれくらいの頻度で実施して

いるかを報告してください。 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、

具体的に記入してください。） 

・7 月 4 日 

高学年 1 学年ずつ被爆体験伝承講話を聴き、また児童も体験記を朗読した。（朗読ボランティアによる） 

 

・7 月 5 日 

低学年 1 学年ずつ命の大切さについて、絵本、歌、紙芝居を通して考えた。（読み聞かせボランティアに

よる） 

参加者の反応 

・朗読することで、家族のつらさや苦しみに触れ、自分の事としてとらえることができた。 

・平和を続けるために、自分も身近なけんかをなくしたい。 

成果 

地域のボランティアの方に内容を吟味して構成してもらえたことで、難しい内容でも自分事と

して理解することができた。 

課題 

年間を通して、関連付けた内容で学習すること。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 原爆に関連した DVD、絵本、紙芝居、歌（電子ピアノ） 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   ✔不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 

 



 

平和な世界をめざして 

被爆体験朗読会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和紙芝居・読み聞かせ会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

府中町平和祈念式典 
 

 


